
JP124 隠岐諸島（おきしょとう）  

島根県：隠岐の島町、海士町、西ノ島町、知夫村 

位置 N 36°15′ E 133°17′ 

面積 34,800ha 

 

環境構成【森林／島嶼】 

隠岐諸島は、本土から約 60km の沖合にあり、最も

大きな島である島後と、中ノ島、西ノ島、知夫里島

の 3 島からなる島前のほか、180 余の小島からなる。

対馬暖流とリマン寒流の影響を受けているほか海洋

性気候の影響などにより、南方系や北方系、大陸系

の植物などが混在する特異な植生が見られる。 

島全体が火山地形で、島後には中央に大満寺山（608

ｍ）、島前には西ノ島の焼火山(452ｍ)とそれぞれ中

央火口丘地形が見られ、一帯は比較的自然の豊かな

森林となっている。 

島の中央部や海岸部、島嶼にはタブノキなどの照葉樹林が点在しており、カラスバ

トの生息に適した環境が残っている。 

 

選定理由 

A2 カラスバト 

 

保護指定 

サイトの一部（10～49％）に法的な担保がある。 

＜保護指定の内容＞ 

県指定鳥獣保護区（波加島、焼火山、大森、大満寺）、国立公園（大山隠岐）、都道府県立

自然公園、自然環境保全地域 

＜その他＞ 

国指定天然記念物沖島オオミズナギドリ繁殖地、県指定天然記念物大波加島オオミズナギ

ドリ繁殖地、西ノ島町指定天然記念物カラスバト繁殖地 

 

保全への脅威 

・昭和 30 年代以降、複数回にわたり放鳥されたキジやコジュケイが繁殖しており、狩猟シ

ーズンにはハンターが島を訪れる。 

写真提供：江崎逸郎 



鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

変わらない 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：一部あり（島根県自然環境課） 

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

変化はない 

・IBA 選定基準種の生息環境： 

普通（70～90％が最適の状態） 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：有 

 

保全活動 

・保全のための人材育成活動：実施者（隠岐ジオパーク協議会） 

 内容：ガイド養成等 

・経済活動を通じた保全（エコツーリズム等）：実施者（隠岐ジオパーク デスク） 

 内容：エコツアーの実施 

・その他： 

隠岐の島町五箇地区で越夏したコウノトリを「幸（さち）」と名付け餌場環境の整備を行

うなど、地元の住民等による保護活動の実績がある。 

 

IBA サイトの保全に関係する地域のグループ 

・隠岐自然倶楽部 

・隠岐ジオパークツアーデスク 

 

見られる鳥 

オオミズナギドリの繁殖地として星神島、沖ノ島、大波加島、大森島などが知られてい

る。星神島ではヒメクロウミツバメ、カンムリウミスズメの繁殖も確認されている。隠

岐航路の洋上ではオオミズナギドリやウミネコを中心として、カモメ類や稀にウミスズ

メ類などの海鳥が観察できる。 

留鳥 
カイツブリ、ミサゴ、トビ、ウミウ、カラスバト、クロサギ、オオアカゲラ、コゲ

ラ、カワセミ、モズ、セグロセキレイ、カワラヒワ、ホオジロ、ウグイス 

夏鳥 アマツバメ、イワツバメ、ツバメ、オオルリ、ホトトギス 

冬鳥 カンムリカイツブリ、カモ類、カモメ類、タヒバリ、ジョウビタキ 

旅鳥 シギ・チドリ類、ノジコ、コムクドリ、カッコウ、ツツドリ 

 

 



＊隠岐諸島の周辺海域は、マリーン IBA（Marine Important Bird and Biodiversity 

Areas：海鳥の重要生息地）に選定されている 

詳しくはこちら http://www.wbsj.org/activity/conservation/habitat-conservation/miba/ 



 


